
　今、時代は激しく揺れ動いています。日々のニュースで
は、イラン情勢をはじめガザでの爆撃の惨状。そして、終わ
らないロシアによるウクライナ侵攻など。まさに「戦争か平
和」か問われる事態が続いています。また、グローバルな国
際社会にあってエネルギーや食料危機が全世界を不安と混
乱に陥れています。一方、国内では格差・貧困の問題。それ
に加えて所得は低迷し、諸物価は高騰を続け、私たちの命
と暮らしは大変厳しい状況におかれています。
　私ども、守ろう！介護保険制度・市民の会は生活の基盤と

なる社会保障制度について、特に介護保険制度の充実とよ
りよい制度への発展を願い活動を展開し、多くの皆さんと
議論を重ね、「これ以上の制度改悪は許さない」という立場
で取り組みを進めてまいりました。
　この度、下記の要領にて「講演会＆シンポジウム」の開催
を準備しております。もう一度、私たちの足元を見つめ、地
域社会での大きな課題となっている「孤立・孤独」というこ
とを考えながら、介護・福祉を見つめてみたいと思います。
皆さんのご来場を心よりお待ちしております。

いま、地域社会での
「孤立」を考える

〈講師〉

日時

会場

8/２9
池袋ＩＳＰタマビル８Ｆ
日本労協連 会議室

１4時～１６時30分（開場13時30分）

〒170-0013  東京都豊島区東池袋1-44-3

１4：００～１5：００

■パネリスト

■コーディネーター

石田 光規 氏
（早稲田大学 文学学術院教授）

本田 卓也 氏 （株式会社ランダルコーポレーション）
竹田 恭子 氏 （ワーカーズコープ）
小島 美里 氏 （NPO暮らしネット・えん）

鈴木 　穣 氏 （東京新聞 論説委員）
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どうなっているか
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正しく知ろう！

会場
参加費
500円

講演会＆シンポジウム

守ろう！介護保険制度・市民の会 主催

１5：００～１6：3０第2部 シンポジウムN
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〒170-0013
東京都豊島区東池袋1-44-3 池袋ISPタマビル8F
TEL 03-6907-8051
日本労働者協同組合連合会 内
一般社団法人日本社会連帯機構

池袋駅東口から徒歩6分
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FAX 03-4332-4524　メールアドレス：c-nakano@roukyou.gr.jp

参加申込、ZOOM視聴は
QRコードからお申込できます
https://forms.gle/AMDdJUxrf2pHSbdj7

フリガナ

申込み・問い合わせ先／守ろう！介護保険制度・市民の会　電話：03-6907-8051（担当：中野）　メールアドレス：c-nakano@roukyou.gr.jp

石田 光規 氏 （早稲田大学 文学学術院教授）

登壇者 講演会＆シンポジウム

本田 卓也 氏 （株式会社ランダルコーポレーション・介護関連事業部課長）

2000年介護保険制度始まりの年にヘルパー講座を受講しヘルパーとして働き始める。その後深谷市でだんらん上柴を開所
し、訪問、通所、健康体操くらぶ、居宅介護支援の高齢者事業を行う。介護福祉士、ケアマネージャーの資格を取り、現在だんら
ん上柴所長、主任ケアマネージャー（管理者）として活動。

1974年生まれ、埼玉県坂戸市出身。現在、株式会社ランダルコーポレーション・介護関連事業部・課長で、社会福祉士、介護福
祉士及び介護支援専門員（ケアマネジャー）として介護現場の最前線で奮闘中。地域活動として、あさか地区介護事業者協議
会会長、朝霞市地域包括支援センター運営委員会副会長、朝霞市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画推進会議委員を務
めております。「和を以て貴しと為す」を信条として、日々業務にあたっています。

　１９７３年神奈川県生まれ。東京都立大大学院博士課程単位取得退学。内閣府の「孤独・孤立対策の在り方に関する有識者会
議」メンバー。著書に「孤立不安社会」（勁草書房）、「自己決定の落とし穴」（ちくまプリマー新書）など。

 東京新聞・中日新聞論説委員。厚生労働省の社会保障・労働政策を担当、政府の政策決定過程において官庁の政策立案と政
治の関わりを取材している。特定社会保険労務士、国家資格キャリアコンサルタント。早稲田大学大学院法学研究科修士課程
修了（社会保障法学）、著書に「厚労省 劣化する巨大官庁」（新潮新書）。

竹田 恭子 氏 （労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団／さいたま事業本部深谷南地域福祉だんらん上柴所長）

　全身性障がい者の介助ボランティアグループからスタートし、堀ノ内病院在宅介護部門代表を経て2003年NPO法人暮らしネット・えん
を設立。2009年毎日介護賞グランプリ。現在、居宅介護支援、特定相談支援、訪問介護、居宅介護、認知症通所介護、認知症グループ
ホーム、小規模多機能型介護、相談支援、配食サービス、高齢者生活共同住宅、基幹相談支援センターを運営。著書に「あなたはどこで死
にたいですか？」、「認知症でも自分らしく生きられる社会へ」（岩波書店）、「おひとりさまの逆襲 上野千鶴子・小島美里対談」（ビジネス社）。
「マンガ認知症介護施設編」（ちくま新書）等。

小島  美里 氏 （NPO暮らしネット・えん代表）

鈴木 　穣 氏 （東京新聞 論説委員）

守ろう！介護保険制度・市民の会
中央社会保障推進協議会／一般社団法人日本フロンティア・ネットワーク／
一般社団法人日本社会連帯機構／日本労働者協同組合連合会／労働者協
同組合ワーカーズコープ・センター事業団／一般社団法人協同総合研究所

後援

主催

お申し込みはFAXまたはメールでお願いします

いま、地域はどうなっているか
他人事でない未来に向けて正しく知ろう！

お申し込みはお早めに


